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   青梅市の高齢者と 介護保険を取り巻く状況 
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推計

5,700～5,900

7,400～7,800
 令和 2 年  令和 7 年  令和 22 年 

総人口 132,291 人  126,300 人  118,282 人 

0～64 歳 91,658 人  84,346 人  68,519 人 

65～74 歳 20,246 人  17,359 人  19,629 人 

75 歳以上 20,387 人  24,581 人  30,134 人 

高齢者人口 40,633 人  41,954 人  49,763 人 

高齢化率 30.7％  33.2％  42.1％ 

総人口は減少傾向が続く一方、高齢者人口は増加し、令和７

（2025）年度に 41,954 人（高齢化率 33.2％）、令和 22

（2040）年度に 49,763 人（高齢化率 42.1％）となり、

特に 75 歳以上の後期高齢者が増加することが予想されます。 

介護保険サービスの 利用件数は、令和２年度と比較して

令和７（2025）年度で 1.1 倍、令和 22（2040）年度

で 1.4 倍となることが予想されます。 

▼ 参 考 ▲ 

令 和 ２ 年 度 

東京都平均保険料 
5,911 円 

 

全国平均保険料 
5,869 円 

例えば、令和３（202１）年度の保険料 5,300 円は    

下記の内容に使われます。 
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推計（人）
地域支援事業費 

213 円 
高齢者支援センターの運営 

総合事業 など 

 
介護保険料 

5,300 円の 

使いみち 

介護予防サービス費 
130 円 

介護予防訪問看護 

居宅療養管理指導 など その他経費 
356 円 

特定入所介護 

高額介護 など 

地域密着型サービス費 
485 円 

地域密着型デイサービス、 

 認知症対応型グループホーム など 

施設サービス費 
2,414 円 

特別養護老人ホーム 

 介護老人保健施設 など 

 

居宅サービス費 
1,702 円 

通所介護・訪問介護 

 住宅改修、ケアプラン作成 など 

 

介護保険料（月額）は、令和７（2025）年度に約 5,700

～5,900 円、令和 22（2040）年度に約 7,400～7,800

円となることが予想されます。 

65 歳以上１人に対して 15～64 歳は 

2000 年は 

4.5 人 

2020 年は 

1.9 人 

2040 年は 

1.1 人 

若い人が減ってい

くから、介護の負担

が重くなるのね。 

１ ２ 

⑤介護保険料の使いみち 介護が必要な人の数は、令和７（2025）年度に 7,040 人

（出現率 17.2％）、令和 22（2040）年度に 8,689 人 

（出現率 20.2％）となることが予想されます。 

②介護の必要な人の数の推計 

①青梅市の人口の推計 

保険料の 90％以上は介護 

サービスの費用なんだね。 

みんなが介護予防に力を入れ

ると保険料も安くなるのかな。

 ③介護保険 サービスの利用件数の推計 

④介護保険料（月額）の推計 



青梅市が目指す 高齢社会像 

 
青梅市の目指す高齢社会像として、基本理念「福祉が充実したまち」実現のもと、４つの基本目標を土台とした基本方針および基本施策を定めました。 
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（１） 

健 康 保 持 と 

健 康 寿 命 の 

延 伸 

（２） 

は つ ら つ と 

暮 ら す た め の 

総 合 的 支 援 

（１） 

福 祉 の 

ま ち づ く り の 

推 進 

（２） 

生 活 安 全 

対 策 の 強 化 

（１） 

総 合 的 な 

生 活 ・ 居 住 

支 援 の 充 実 

（２） 

地 域 福 祉 

活 動 の 推 進 

（３） 

地 域 支 援 事 業 

に よ る 

自立支援の充実 

（４） 

認 知 症 

施 策 の 推 進 

（１） 

介 護 保 険 

事 業 の 

健 全 な 運 営 

（２） 

第１号被保険者 

保 険 料 の 

適 正 な 設 定 

基
本
目
標 

➀  高 齢 者 が 

は つ ら つ と 

暮 ら せ る ま ち 

生 き が い づ く

りや健康 づくり

を推進します。 

②  高 齢 者 が 

安 全 ・ 安 心 に 

暮 ら せ る ま ち 

ま ち を 整 備 し

災害等から高齢

者を守ります。 

③  高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 

自 立 し て 暮 ら せ る ま ち 

地域包括ケアシステム（次頁を参

照）を推進し、高齢者が住み慣れた地

域で暮らせるまちを目指します。 

④  高 齢 者 が 

安心して介護を

受けられるまち 

介 護 保 険 事 業

を健全・円滑に運

営します。 

生きがいや健康づくりを通し、健康

寿命を延ばすことや、地域での活動や

就労等を通して、高齢者が社会の中で

役割をもち、はつらつと暮らせるまち

の実現を目指します。 

⇒詳しくは９～10 ページ  

 

福祉のまちづくりの整備を進め、災

害や感染症、犯罪被害等から守る安

全・安心なまちの実現を目指します。 

⇒詳しくは 11～12 ページ 

 

高齢者が要支援状態になっても自立した生活を継続し、認知症についても

手厚く住み慣れた土地で暮らせるまちの実現を目指します。 

⇒詳しくは 13～17 ページ 

 

介護が必要な状態になっても自立

した生活を継続するため、自らの意思

で、必要な介護サービスを安心して受

けられるまちの実現を目指します。 

⇒詳しくは 18 ページ 

 

基本理念 
 

福祉が充実したまち 

３ ４ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

・日常生活圏域ごとの地域包括支援センター 

（Ｐ１９裏表紙参照） 

・ケアマネジャー 

 

 

・介護保険によるサービス 

・介護保険運営にかかる保険料の算定 

高齢者が安心して介護を受けられるまち 

 

おおむね 30 分以内に必要なサー

ビスが提供される区域で、青梅市は 

３つの圏域に分けています。 

日常生活圏域 

通院・入院 

相談業務やサービスの 

コーディネート 

介護予防 

 

・配食サービス   ・紙おむつ等給付 

・外出支援情報提供 ・高齢者の暮らしの手引き 

・高齢者住宅の整備 ・住まいの相談 

・自治会、民生児童委員、社会福祉協議会等 

との連携 

・見守り支援ネットワーク 

・地域包括支援センター ・地域ケア会議 

・在宅医療・介護連携  ・生活支援体制整備 

・認知症サポーター養成 ・認知症カフェの普及 

・認知症ケアパス（認知症支援ガイドブック） 

・徘徊・ＳＯＳネットワーク 

           

⇒重点事業は 13 ページ  

高齢者が住み慣れた地域で 

自立して暮らせるまち 

 

 

・交通安全教室    ・防災訓練 

・災害対策      ・感染症対策 

・熱中症対策     ・消費者被害防止 

・高齢者虐待の防止  ・成年後見制度の活用 

・緊急通報システム  ・火災安全システム 

 

⇒重点事業は 11～12 ページ 

高齢者が安全・安心に暮らせるまち 

 健康づくり・体力づくりの実践 

担い手としての社会参加 

すべての高齢者が、住み慣れた地域で自分

らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう、住まい・医療・介護・生活支

援・介護予防が一体的に提供される体制のこ

とです。 

地域包括ケアシステムとは？ 

青梅市が目指す地域 包括ケアシステム 

   介護 

医療と介護の連携 

生活支援 
 

医療 

 

生活支援・介護予防のサービス

の提供体制を整備するため、地域

の住民のニーズに合わせた新し

い地域資源の開発と人材育成な

どを行います。 

生活支援コーディネーター 

かかりつけの 

・病院 ・診療所 

・医師 ・歯科医 

・薬局 ・薬剤師 等 

・地域の多様な担い手 

自治会、民生児童委員、 

高齢者クラブ、社会福祉協議会、 

シルバー人材センター、NPO、 

ボランティアなど 

５ 

・介護サービス提供事業所 

（在宅系サービス 

施設・居住系サービス） 

６ 

通所・入所 

サービス 

住まい 
訪問サービス 

 

・梅っこ体操     ・健康相談、健康診査 

・体操教室      ・介護予防 

・フレイル予防    ・生きがい活動 

・地域サロン     ・介護ボランティア活動 

・温泉施設の利用助成 ・就労支援 

             

       ⇒重点事業は９～10 ページ 

高齢者がはつらつと暮らせるまち 

地域で高齢者の生活を支援する体制の整備 

・おうめ生活サポーター 

・見守り支援ネットワーク事業 

など

・健康診断の実施 

・梅っこ体操の普及 

・フレイルの予防 

など

在宅医療 

 見守り・ 

多様な生活支援 



 

 
 

  元気 
 

  介護予防は社会参加から！ 

  趣味や役割などを持ちましょう 

フレイル 
 

きちんと食べて 

体を動かし、 

社会に参加しましょう 

要支援 （１・２）相当 
 

出来る ことは 

積極的に取 り組みましょう 

要介護（１～５）状態 
 

重度化予防とサービスを上手に利用しながら 

  できる限り住み慣れた地域で生活できる環境を作りましょう 

基本目標１ 

高齢者が 

はつらつと 

暮らせるまち 

    

基本目標２ 

高齢者が 

安全・安心に 

暮らせるまち 

    

基本目標３ 

高齢者が 

住み慣れた 

地域で自立して 

暮らせるまち 

    

基本目標４ 

高齢者が 

安心して介護を 

受けられるまち 

    

基本目標ごとの状態像 に応じた施策イメージ 

心身の状況 

基本目標 

７ ８ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

健康と要介護の中間の状態である

「フレイル」を予防するため、運動・

栄養・社会参加の３つのポイントにつ

いての情報を発信していきます。 

フレイル予防に関する普及・啓発 

健康上の問題で日常生活

が制限されることなく、元

気に生活できる期間を「健

康寿命」といいます。 

 多くの高齢者がフレイル

を経て要介護状態になるの

で、フレイルを予防するこ

とが健康寿命をのばす重要

なカギとなっています。 

「健康寿命」について 

子どもから高齢者まで、全世代を対

象とした青梅市オリジナル体操を作成

し、各種イベントでの実演を行いなが

ら広めていきます。 

ゆめうめ体操（仮称） 

基本目標 

１ 

９ 

高齢者がはつらつと暮らせるまち 

重 点 事 業 

しっかり食べて、 

しっかり運動！ 

さあ、みんなで 

「梅っこ体操」！！ 

青梅市介護予防オリジナル体操「梅

っこ体操」の普及を図り、地域住民が

主体的に体操等を通じて介護予防や

健康づくりに取り組むことを目指し

ます。 

元気に♪楽しく♪梅っこ体操 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
  

高齢者の仲間づくり、生きがいづく

りのために、高齢者クラブへの支援を

行います。 

高齢者クラブへの支援 

市民が高齢者を敬うとともに、高齢

者が希望をもって安心して年齢を重

ねていくことができる長寿社会の実

現を目指すため、高齢者憲章を制定

し、市民に広めていきます。 

高齢者憲章の制定 

地域における高齢者の集いの場・ 

交流の場として、自治会館で地域サロ

ンを開設し、定期的に交流のためのイ

ベントを行います。 

地域サロンの開設 

高齢者が能力や経験を生かして働く

場や活躍する機会の確保を図るため、

シルバー人材センターの運営を支援し

ます。 

シルバー人材センターの運営支援 

高齢者が、介護施設等でのボランテ

ィア活動を通じて、生きがいや社会参

加の機会を得られるよう、介護ボラン

ティアを推進します。 

介護ボランティアの推進 

10 

「自助・互助・共助・公助」について 

地域包括ケアシステムが効果的に機能するためには、「4 つの助（自助・互助・共助・公助）」

の連携によって様々な生活課題を解決していくが重要です。 

・自助：個人・家族の努力や民間のサービスで生活上の問題を解決すること 

・互助：友人・クラブ活動仲間等、個人的な関係性を持つ人間同士が助け合うこと 

・共助：制度化された相互扶助の仕組みを活用すること 

・公助：公による負担（税による負担）により生活の保障を行うこと 
 

特に、今後は地域コ

ミュニティの強化や多

世代の交流を深めるた

め、元気高齢者等の地

域での社会参加を促進

し、互助・共助による

地域づくりがますます

重要となっています。 



 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

高齢者虐待防止・早期発見に向けて

青梅市高齢者虐待防止ネットワーク

連絡会を開催し、関係機関との連携を

強化します。 

また、市民に虐待の防止や、虐待発

見時の早期相談・通報を呼びかけま

す。 

青梅市高齢者虐待防止 

ネットワーク連絡会 ひとり暮らし高齢者等が家庭内で病

気などの緊急事態に陥ったときに、無

線発報器等で東京消防庁または民間受

信センターに通報することにより、速

やかな援助を行います。 

緊急通報システム事業 

  

認知症などの理由で判断能力が十分でない方が不利益を被ら

ないように、家庭裁判所に申立てをして、その方を援助してくれ

る人を選任してもらう成年後見制度の利用を推進します 

成年後見制度の活用支援 

基本目標 

２ 
高齢者が安全・安心に暮らせるまち 

重 点 事 業 

特殊詐欺などの被害を未然に防ぐ

ため、チラシの配付や市広報等への記

事掲載を通じて、犯罪発生情報を配信

します。 

また、高齢者のいる世帯には希望に

応じて、自動通話録音機の設置を行う

など、関係機関と連携しながら、注意

を呼びかけます。 
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高齢者や認知症等の判断力の低下し

た消費者を、地域および関係機関と連

携して見守る体制づくりを目指しま

す。 

消費者を見守る体制づくり 

犯罪防止のための情報提供の促進 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
  

熱中症を予防するため、広報おうめ、リーフレットの配布、ポスターの掲示、ホーム

ページ等を通じて情報提供を行うとともに、パネル展等の啓発活動を実施します。 

また、気象庁が「熱中症警戒アラート」を発表した場合、防災無線で広報するなど情

報提供に努めます。 

熱中症予防のための情報提供・啓発活動の実施 

災害発生時等の避難の際に配慮が必

要な方である避難行動要支援者の台帳

を作成し、自主防災組織などの避難支

援等関係者による平常時からの声かけ

等、支援協力体制の強化に努めます。 

避難行動要支援者の支援 

介護事業所等で策定している災害

に関する具体的計画を定期的に確認

し、災害種別ごとに対策を構築し、避

難に要する時間や避難経路等の確認

および職員や利用者等への周知を促

進します。 

災害に関する 

具体的計画の周知徹底 

介護事業所等が、感染症発生時にお

いて継続的にサービスを提供するた

め、感染症対策の具体的な方法や留意

点などについて必要な情報提供を行

うとともに、感染症対応能力向上に資

する研修などを実施します。 

感染症対応能力の向上 

介護事業所に関する重点事業 

 

感染症の拡大防止のため、国、都など関係機関と連携し、広報紙・ホームページ等

を利用して感染情報の周知に努めます。 

また、感染症についての正しい知識と適切な予防法 

について周知を図り、市民一人一人の感染予防策が 

習慣化されるよう、情報提供を行います。 

在宅高齢者等に向けた感染拡大 

防止のための情報提供および発信 

高齢者に分かりやすい災害時の避難

場所の周知等の防災、災害に関する情

報を発信します。 

高齢者向け防災情報の発信 
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移動に困難を抱える高齢者に対し、病院や買い物などの

在宅生活に必要な支援について検討するとともに、移動支

援サービス等を提供する事業者についての情報収集と、必

要に応じて情報提供を行います。 

外出等支援の情報提供の実施 

 

見守り支援ネットワーク事業協定にもとづき、民間事業

者と連携し、日常業務における緩やかな見守りを実施し、

ネットワークを充実していきます。 

見守り支援ネットワーク事業に協力いただいている事業

者の店舗出入口や車両には、「見守り支援ネットワーク  

事業ステッカー」を貼っています。 

見守り支援ネットワーク事業 

基本目標 

３ 

高齢者が住み慣れた地域で 

自立して暮らせるまち 

重 点 事 業 

 

高齢者が在宅で生活するための市の施策を掲載した冊子

「高齢者の暮らしの手引き」を作成します。 

高齢者がいる世帯等に配付し、市の高齢者施策の周知を 

図ります。 

高齢者の暮らしの手引きの作成・配付 

▲ 見守り支援ネット 

ワーク事業ステッカー 
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地域支援事業による自立支援の充実に向けた主な事業 

介護予防・生活支援サービス事業 

機能訓練などのサービスを実施しま

す。 

通所型サービス 

訪問による身体介護や、生活援助サー

ビスを実施します。 

訪問型サービス 

介護予防となるような運動教室等の

介護予防教室を開催します。 

介護予防教室 
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介護予防、認知症予防等に関する講

演会を開催し、基本的な知識の普及啓

発を図ります。 

介護予防講演会 

介護予防の重要性を理解し、地域で

健康づくりのための活動を担っていく

介護予防リーダーを養成します。 

介護予防リーダー養成事業 

要支援・要介護認定を受けていない

65 歳以上の市民に対し、生活機能に

関する状態等、介護予防が必要な方の

把握に努めます。 

また、地域包括支援センター職員が

訪問し、介護予防の説明・案内を行い

ます。 

介護予防把握事業 

介護予防リーダーなどのボランティ

アの協力や「青梅市地域介護予防活動

支援事業補助金」の制度活用等により、

高齢者等が地域で行う自主的な介護予

防活動を支援していきます。 

介護予防機能の強化 

フレイル予防を重点に 

各種事業を行います。 

一般介護予防事業 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地域包括支援センターの運営 

介護予防・生活支援サービス事業

対象者に対して適切な介護予防サー

ビスが提供されるよう、高齢者の健

康を分析しながら効果的なケアプラ

ンを作成します。 

また、サービス提供後も定期的に

サービスの効果の確認を行い、自立

保持のための身体的・精神的・社会

的機能の維持、向上を図ります。 

介護予防ケアマネジメント 

地域包括支援センターを中心に、関

係機関と連携し、高齢者への虐待の予

防と早期発見に取り組みます。 

また、認知症など判断能力が十分で

ない方に対して、成年後見制度の利用

などを促進し、高齢者の権利擁護に取

り組みます。 

権利擁護 

高齢者の個々の状況に応じた自立支援を実現するために、

地域の多様な専門職が協働し、高齢者が住み慣れた地域で自

分らしく暮らし続けることができるよう助言や指導を行いま

す。 

また、個の課題から地域課題への吸い上げを行い、地域づ

くりに向けた課題発見・解決につなげていきます。 

地域ケア会議の推進 
地域ケア会議の推進 

介護を必要とする方に適切な介護

サービスが提供されるためのケアプ

ラン（サービス計画書）の作成やサー

ビス事業者との調整を行うケアマネ

ジャーに対し、個別指導や支援が困難

な事例への指導・助言を行います。 

また、地域で安心して介護が受けら

れるように、関係機関との連携・協力

の体制を整えます。 

包括的・継続的 

ケアマネジメント支援 
高齢者の実情の把握に努め、本

人・家族・近隣住民からの介護の悩

みごとや困りごとの相談に対応し、

総合的・専門的な助言や指導を行い

ます。 

また、地域の民生児童委員や公的

機関、専門機関等と連絡を密に行い、 

総合的な支援の 

体制を整えます。 

総合相談支援 
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在宅医療・介護連携推進事業 

各圏域に配置された生活支援コー

ディネーターは、地域の協議体と一

緒に地域の実情に応じた生活支援の

基盤整備を推進していきます。 

地域の社会資源や課題の把握を行

い、多様な主体間の情報共有、およ

び関係者間のネットワークの構築を

図り、高齢者の社会参加につながる

ような地域活動を創出します。 

生活支援サービスの体制整備 

高齢者の暮らしを支える新たな担い

手として、また、元気な高齢者の新た

な社会参加の場の１つとして、高齢者

への家事支援サービスの担い手を養

成するための研修を行います 

元気高齢者等が支える家事支

援サービスの担い手（おうめ

生活サポーター）養成研修 

生活支援体制整備事業 

在宅医療・介護連携に関して、地域

住民の在宅医療や介護連携の理解の促

進を図ります。 

地域住民への普及啓発 

在宅医療・介護連携に関して、多職

種ネットワーク連絡会等を開催し、 

医療・介護関係者と、対応等の検討や

情報共有を行います。 

情報収集、課題把握等および

関係者への情報周知 
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「おうめ生活サポーター」について 

青梅市では、元気な高齢者等が高齢者を支える側となり、家事支援を行うサービスを実施

しています。市が実施する訪問家事援助の研修を受けた方が、「おうめ生活サポーター」と

して、掃除、買物、調理、洗濯等の生活支援を有償で行います。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

認知症施策の推進に向けた主な事業 

 
 

認知症に関する正しい知識を持ち、地域や職場において認

知症の人や家族を支援する認知症サポーターを養成するた

め、講師を派遣し、研修を行います。 

認知症サポーター養成研修の促進 

認知症支援コーディネーターを 配

置し、個別ケース支援のバックアップ

を行い、認知症の疑いのある高齢者の

早期発見・診断・対応を進めます。 

 

認知症支援コーディネーター 

の配置 

 

認知症の段階に合わせた医療・介護サービスや支援の仕組み

（認知症ケアパス）等を紹介するガイドブックを作成し、広く

関係者や住民への効果的な周知を図ります。 

認知症ケアパスの活用 

認知症地域支援推進員を中心に、 

生活支援コーディネーターや認知症疾

患医療センター等と連携して認知症 

カフェなどを普及し、認知症本人や家

族が集う活動を推進します。 

認知症カフェの普及 

地域における認知症の理解を推進

するため、介護や認知症に関する専門

知識をもつ認知症地域支援推進員を

各地域包括支援センターに配置しま

す。 

認知症地域支援推進員の配置 
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認知症などで行方不明になる可能性

のある高齢者を見守り、早期発見・保

護できるよう、ＩＣＴを活用した捜索

支援アプリの活用等に取り組みます。 

徘徊・ＳＯＳネットワーク事業 



 
 
 
 
 

課税状況 所得段階 対象者 保険料率 年間保険料 

世
帯
全
員
が 

市
民
税
非
課
税
の
方 

第１段階 

・生活保護を受給している方 
・老齢福祉年金の受給者で世帯全員
が市民税非課税の方 

基準額 

×0.28 

１７，８００円 

(月額約 1,483 円) ・「課税年金収入額＋合計所得金額」
が 80万円以下の方 

第２段階 
・「課税年金収入額＋合計所得金額」
が 80万円を超え、120 万円以下の方 

基準額 

×0.50 

３１，８００円 

(月額約 2,650 円) 

第３段階 
・「課税年金収入額＋合計所得金額」
が 120 万円を超える方 

基準額 

×0.65 

４１，３００円 

(月額約 3,441 円) 

本
人
が
市
民
税
非
課
税 

か
つ 

世
帯
員
が
市
民
税
課
税
の
方 

第４段階 
・「課税年金収入額＋合計所得金額」
が 80万円以下の方 

基準額 

×0.85 

５４，０００円 

(月額約 4,500 円) 

第５段階 
・「課税年金収入額＋合計所得金額」
が 80万円を超える方 

基準額 
６３，６００円 

(月額 5,300 円) 

介
護
保
険
料
を
支
払
う
本
人
が
市
民
税
課
税
の
方 

第６段階 
・前年の合計所得金額が         
120 万円未満の方 

基準額 

×1.11 

７０，５００円 

(月額約 5,875 円) 

第７段階 
・前年の合計所得金額が         
120 万円以上 210 万円未満の方 

基準額 

×1.32 

８３，９００円 

(月額約 6,992 円) 

第８段階 
・前年の合計所得金額が         
210 万円以上 320 万円未満の方 

基準額 

×1.63 

１０３，６００円 

(月額約 8,634 円) 

第９段階 
・前年の合計所得金額が         
320 万円以上 400 万円未満の方 

基準額 

×1.66 

１０５，５００円 

(月額約 8,792 円) 

第 10段階 
・前年の合計所得金額が         
400 万円以上 600 万円未満の方 

基準額 

×1.90 

１２０，８００円 

(月額約 10,067 円) 

第 11段階 
・前年の合計所得金額が         
600 万円以上 800 万円未満の方 

基準額 

×2.08 

１３２，２００円 

(月額約 11,017 円) 

第 12段階 
・前年の合計所得金額が         
800 万円以上 1,000 万円未満の方 

基準額 

×2.20 

１３９，９００円 

(月額約 11,659 円) 

第 13段階 
・前年の合計所得金額が         
1,000 万円以上の方 

基準額 

×2.35 

１４９，４００円 

(月額約 12,450 円) 

 

基本目標 

４ 令和３年度からの介護保険料 

※ 保険料率については、消費税率変更に伴う社会保障の充実として軽減対策が行われています。 
第１段階：0.45 → 0.28、第２段階：0.66 → 0.5、第３段階：0.70 → 0.65 

高齢者が安心して介護を 

受けられるまち 
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お困りごとは地域包括支援センターにご相談ください。 
 

 
地域包括支援センターでは、高齢者の健康や生活の困りごとのご相談をお聞きしていま

す。また、地域を巡回し、高齢者のお宅を訪問して、ご相談をお聞きしたり、介護に関す

ることなどの情報提供を行っています。 

お困りごとがある場合は、お住まいの地区の地域包括支援センターへ電話または来所に

よりお気軽にご相談ください。緊急時の対応もいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
生活圏域 名称 所在地・連絡先 担当地区 

第１地区 
青梅市地域包括 

支援センター 

東青梅１－１１－１ 

市役所高齢者支援課内 

電話２２－１１１１ 

勝沼、西分町、住江町、本町、仲町、上町、 

森下町、裏宿町、天ヶ瀬町、滝ノ上町、 

大柳町、日向和田、東青梅、根ヶ布、師岡町 

第２地区 
青梅市地域包括 

支援センターうめぞの 

駒木町３－５９４－１ 

メディケア梅の園内 

電話２４－２８８２ 

駒木町、長淵、友田町、千ヶ瀬町、河辺町、 

畑中、和田町、梅郷、柚木町、二俣尾、沢井、 

御岳本町、御岳、御岳山 

第３地区 
青梅市地域包括 

支援センターすえひろ 

末広町１－４－５ 

青梅すえひろ苑内 

電話３３－４４７７ 

吹上、野上町、大門、塩船、谷野、木野下、 

今寺、新町、末広町、藤橋、今井、富岡、 

小曾木、黒沢、成木 
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